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セーフディシート

マックスフォ ド
赤ちゃんをいちばんに、そして社会にもやさしく.――――――ベビーコンシャスケア

BABY CONSCIOUS CARF

取扱説明書

●セーフティシー トは、交通事故などの場合にお子さま

の傷害を軽減することを目的としており、必すしも事

故からお子さまを無傷で守ることはできません。

0こ 使用になる前に、必すこの取扱説明書をよくお読み

になってから正しくお使いください。

●本書は、セーフティシー トをお使いになる車の中に保

管してください。

●セーフティシー トを他のお客さまにお譲りになる場合

は、必す本書も併せてお渡しください。

●安全運転を励行してくださしヽ。
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安全のために必すお守りください

●衝突事故や製品を落下さ

せたなど、1度でも強しヽ

衝撃を受けたセーフティ

シー トは、外見上の破損

がなくても絶対に使用し

なしヽでくださしヽ。本来の

機能をはたさす、大きな

事故につながります。

●車のシー トベル トに傷が

ある場合は、その座席に

取り付|ナなしヽでくださ

しヽ。

●車に取り付|するときは、

必すシー トベル トで固定

してくださしヽ。ひもな

ど、シー トベル ト以外の

もので固定しないでくだ

さしヽ。

●ロッキングクリップは、

セーフティシー トを固定

する以外の目的で使用し

ないでください。

●小さなお子さま (体重

9kg未 満)を乗せるとき

には、必す安全のため

セーフティシー トを後向

きにして使用してくださ

しヽ。

●セーフテイシー トを改造

したり、本書に記載され

てしヽない取り扱いかたで

使用しなしヽでください。

●車のシー トベル トおよび

座席の種類などにより、

取扱説明書どおりにセー

フティシー トがしっかり

と固定できないときは、

使用しないでくださしヽ。

●幼児用ベル トに傷が付い

たときは、必す新しいベ

ル トに取り替えてくださ

い。(お買い上|ザの販売店

または弊社のお客様相談

室にお問い合わせくださ

い 。 )

0車 の中のセーフティシー

ト以外の目的には使用し

ないでください。

●車の座席にクッション、

座ぶとんなどを敷いたま

までセーフティシー トを

取 り付けないでくださ

い 。

●前座席にセーフティシー

トを後向きに取り付けて

助手席1貝」の ドアミラーが

見えにくい場合は、後座

席に取 り付 |ナて くださ

い 。

●2ドアや3ドアの車で、後

座席に人が乗る場合に

は、緊急時の脱出のため

セーフティシー トを助手

席に取り付けないでくだ

さい。
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●お子さまがバックルボタ

ンを押してしまう可能性

があります。ときどき、

差し込み金具がバックル

からはすれていないこと

を確認してください。

●走行中は、セーフテ ィ

シー トの操作や調整をし

ないでくださしヽ。また、

同乗している他のお子さ

まがセーフティシー トを

しヽじらなしヽようにしてく

ださい。

●お子さまがセーフティ

シー トの上で立ったり、

中腰になつたり正座をし

たりしないように注意し

てください。

●お子さまが乗つていなしヽ

ときでも、セーフティ

シー トは必すシー トベル

トで常に固定しておいて

くださしヽ。万一の事故の

とき、乗車されている人

に傷害を与えることがあ

ります。

●セーフティシー トに直接

国光が当たると、本体や

バックルなどが熟くなる

ことがあります、お子さ

まを座らせる前に各部に

さわって、やけどをしな

いことを確認してから使

用してください。

夏場や国差しの強いとき

は国陰に駐車するか、本

体に布などのカバーをか

けてください。

走行前は次のことを確認してください

幼児用ベル トが正しい肩部ベル

ト通し穴の位置にセットされて

いること

差し込み金具は 「カチッ」と音が

するまでバックルに差し込まれて

いること

セーフティシー トが車の座席に

しつかりと固定されていること

(本体を前後にゆすり、こ確認く

ださい)

幼児用ベル トにねじれやたるみが

ないこと

シー トベル トのタングプレー トが

「カチッ」と首がするまでバックル

にしつかりと差し込まれていること

″
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緊急の場含には

事故など緊急時は、あわてす保護者の方が胸あてパッ

差し込み金具を引き抜き、幼児用ベルトをはすして、

ティシー トから降ろし車夕+に脱出させてください。

ドのパックルボタンを押し、

すみやかにお子さまをセーフ

l
l
l
l
l
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下記の3つの条件すべてを満たすお子さまにご使用いただけます。

●体重  フ k宮以上～18k宮未満(参考年齢 生 後4カ月頃から4歳頃まで)

0身 長  セ ーフティシートに座らせたとき、後頭部が背もたれ、またはヘッドレストの上から出ない

お子さま

●一人座りのできるお子さま

1前 向きでも後向きでも取り付けは簡単セッティング

2ワ ンタッチ操作の幼児用ベルトで、お子さまの乗せ降ろしがやさしくなりました

3シ ートベルトをゆるめすにそのままリクライエング(リクライエングレパー付き)

4お 子さまのホールド性と快適性を考慮したELR付 き5点支持ベルトのパッド方式を採用

5宙 ぶらりんの足をサポートするフットレストを採用

6背 の高いお子さまの後頭部を守るヘッドレストを採用

7運 転席からのドアミラー視界を妨げない本体形状

セーフティシートを車に取り付ける場合、図のような4つの方法があります。

お子さまの体重に含わせてお使いください。

●後向き 体 重フk宮以上～1 0kg未満のお子さま

●前向き 体 重9k宮以上～ 18k宮 未満のお子さま

前座席 後座席
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●シー トベル トのつしヽてしヽ

なしヽ座席

●シー トの中央が極端に盛

り上がってしヽて、取り付

けたときに不安定になる

座席

●シー トベル トが座席の中

間から出てしヽる座席

●エアバックの付しヽた座席

エアバックを装着された座席では使用しなしヽでくださ

しヽ。前方向からの衝突時、セーフティシー トがエア

バックの作動により大きな衝撃を受|ナ、危険な状況に

なります。

●パッシブシー トベル トの付

しヽた座席

●進行方向に対して横向き、

または後向きの座席

●座席の奥行きが4 5 c rrn以

下の場合 (後向きには取り

付|すられません)

※セーフティーシー トのシート

ベルト通し穴位置よりも前方

向からシートベルトが出てしヽ

る座席

4

髭

Q&Aコ ーナー

Q/エ アパックとは                Q/パ ッシブシートベルトとは

(オートマチックシートベルト)

A/前 方向からの衝突時に、座席前部に内蔵のエア  A/車 の座席に座つて ドアを閉めると、自動的に

バックが瞬間的に膨張し、とくに顔画などへの衝    シ ートベルトを装着してくれる装置のこと。と

撃を緩和する装置。                 く に輸入車に多くみられる。



舌部のなまえ

脱着レパー

ックテープ

フック

背面 ・側面

シー トベル トガイド

前向き用シー ト
ベル ト通し穴

後向き用シー ト
ベル ト通し穴

を:貴子とこ予I

ヘッドレスト

肩ベル ト

差し込み金具

あてパッ

リクライエングレパー

(シー トクッシヨンの下)

フック

フットレスト

●ロッキングクリップ

ロッキングクリップはシー

トベルトのゆるみを防ぐた
めに使しヽます。 (使しヽ方は
P]]を こ覧くださしヽ。)

幼児用ベル ト

ベル ト調節金具

ELR付 きベル ト

フック (左右)

フト通し穴

肩部ベル ト通し穴

ベルトカパー

パックルボタン

ブヾックル

フタ

マジ

●

●

０

●

●
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●

●

●
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車に取り付ける前に

●胸あてパッドは、ねじったり、折り曲げたり、乗つたりしなしヽで、ていねしヽに扱つてくださしヽ。

●車に取り付ける前に、バックルの留めかたとはすしかたを確認し、幼児用ベル トの通し穴位置、長さを適正な位

置に合わせてくださしヽ。

●安全を確保するため、図のような座らせかたは絶対におやめくださしヽ。

ロパックルボタンを押し

て差 し込み金具を抜

き、胸あてパッドを手

前にたおして、お子さ

まを座らせます。

差し込み金具

八ックルボタン  胸 あてパッド

□お子さまの左右の腕を

幼児用ベル トに通し、

ベル トがねじれてしヽな

いことを確かめて、左

右の差 し込み金具を

バックルに「カチッ」と

音がするまで差し込み

ます。

| 恥|

●セーフティシー トを後向きに取り付|ナたときは、リクライエング操作|よできません。

●リクライニング操作は、必す車を停車させて行つてください。

① セ
ーフティシー トの座席の下にあるリクライエングレバー

を手前に引き、リクライエング角度を調節してください。

(3段階)

② レバ
ーから手を離し本体を前後にゆすり、しつかリロック

された状態であることを確認してください。

●本体がリクライエングしづらしヽ場合は、車の背もたれを1～2段り

クライニングさせるとできます。この場合、車の背もたれをセー

フティシートに接するように再度起こしてください。

●車の背もたれがリクライエンクできなしヽ場合は、セーフティシー

トのリクライニングが使用できなしヽことがあります。

※車に取り付けていなしヽ状態で操作する場合はベースに片手をか

け、もう一方の手でリクライニングレバーを引きながら、本体を

手前に引しヽて調節します。

リクライニンクレバー

(シートクッションの下)
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車に取り付ける前に

●ヘッドレス トは、セーフテイシ
ー トを前向きに取り付けたときのみ使用してくださしヽ。

(後向きに取り付けた場合は、ヘッドレストがフロントガラスなどに接触する可自旨性があり危険です)

●車の背もたれとセーフテイシ
ートのヘッドレストが当る場合は、ヘッドレストをはすしてこ使用ください。

●はすしたヘッドレス トは、車の室内に放置しなしヽでくださしヽ。

●セーフテイシー トを持ち運ぶときには、ヘッドレス ト部をつかまなしヽでくださしヽ。

回 ヘツドレス トのはすしかた

図のように、セーフティ
ーシー トとヘッドレストのすき

まにある脱着レバーを外倶」に押しながら、ヘッドレスト

を上に持ち上げます。

ロヘッドレストの取り付けかた

図のように、ヘッドレストのシャフトを、シャフトの溝

が左1貝」にくるように本体の上面にある穴に差し込み、「力

チッ」と首がするまで押し込みます。

□

ヘッドレス ト

脱着レバー

ロ
ゴ

シャフ ト

ア
/
/

●フットレス トは、前向きに取り付けたときのみ使用してくださしヽ。

●フットレス トを引き出し、先端部と車室内のダッシユボ
ー ドや前座席の背画との距離を1 5crln以上

空けて使用してくださしヽ。(1 5crlR以上とれない場合はフットレス トを使用しなしヽください)

0後 座席に取り付ける場合|よ、前座席を前にスライ ドさせてこ使用ください。

●フットレストは、お子さまをセ
ーフティーシートに座らせてから手前に引き出して使用してください。

●フットレス トを、乗り降り時のステップとして使用しなしヽでくださしヽ。

●フットレス トの上で、立ったり、座つたり、とびはねたりしなしヽでください。

ロフットレストの引き出しかた

図のように、フットレス トの裏1貝」に指をか|ナ「カチッ」と

首がするまで手前に引き出してください。

ロ フットレストのしまいかた

「カチッ」と者がするまで、フットレストを手のひらで押

し込んでくださしヽ。

※指をはさまないように十分こ注意ください。

ぷ

連

□

フ



●セーフテイシー トを取り付|する前に、必す肩部ベル ト通

し穴の位置を決めてくださしヽ。

●幼児用ベル トは、着座したお子さまの肩のすぐ上の肩部

ベル ト通し穴に通します。

●幼児用ベル トがお子さまの両肩にフィットしていなしヽ

と、衝撃が加わつたときに肩からはすれ、セ
ーフテイ

シー トとして機能しません。

調整の手順

幼児用ベルト

回幼児用ベルトをベルト言周

節金具から引き抜いては

すします。

幼児用ベル ト

肩部ベル ト

通し穴

□幼児用ベルトを、肩部ベ

ル ト通し穴から引き抜
き、お子さまにあつた肩

部ベルト通し穴に入れ直

します。

回図のように、三っ折りに

した幼児用ベル ト(ベル

トの端を後1貝」にして)を
ベル ト調節金具の本体

1則から通し、①に冒|つ掛

けます。

日ベルトの端を折り返して

①に通し、手前から溝穴

に差し込みます。

最後に幼児用ベル トにね

じれがないことを確認し

てください。

●ベル ト調節金具を引き上げすぎると、幼児用ベル トの巷

きとり調節機能が働かなくなります。幼児用ベル トの長

さを調整するときに|よ、図のようにベル ト調節金具を

5crlR程度引き出した位置でセットしてくださしヽ。

●幼児用ベル トがベル ト調節金具からはすれることを防ぐ

ために、図のように必す幼児用ベル トを5crln以上余裕を

とつてセットしてください。

5cm以 上

幼児用ベル トをゆるめる

ときには

0幼 児用ベルトを幼児用
ベル ト溝穴からはすし、

のにたるみをもたせ、0

の→方向にベルトを引つ

張ります。

調整後は、必すベル トの

端を折 り返 し、0の よう

に溝穴 に通 して くだ さ

しヽ。

幼児用べ)し′ト

べ)レト調節金臭
ア

幼児用ベル トを短かくす

るときには

●幼児用ベルトを溝穴か

らはすにノ、0の →方向にベ

ルトを引き、0に たるみを

もたせて、0の →方向に

引つ張ります。

調整後は、必すベル トの端

を折り返し、0の ように溝

穴に通してください。
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●体重が7k宮～10k宮のお子さまを乗せるときは、セーフティンー

・播繁辮軽響轡畢
●セーフティシートが車の座席にしっかり固定できなしW率

畿革i算 ―|
用しないでください。

胸あてパッド

後向き用
シー トベル ト通し穴

ロセーフティシートを後向きにして、車の座席に置きます。

□図のように、車のシートベルトを後向き用シートベルト通し

穴から入れ、シー トクッションの下を通して、反対側の後向

き用シー トベル ト通し穴から引き出し、タングプレー トを

バックルに差し込みます。

回 シートベルトにねじれのなしヽことを確認します。

日車のショルダーベルト(肩にかかるシートベルト)を強く引い

てセーフティシートを固定し、シートクッションのすきまか

らロッキングクリップを取り付けます。(「ロッキングクリッ

プの取り付けかた」Pllを こ覧くださしヽ)

バック)レ
(~~~―

――キーー___

胸あてパッド

後向き用
シー トベル ト通し穴

ラップベルト

回セーフテイシートを後向きにして、車の座席に置きます。

□車のシートベルトを後向き用シートベルト通し穴から入

れ、シー トクッションの下を通して、反対側の後向き用

シー トベル ト通し穴から引き出し、タングプレー トをバッ

クルに差し込みます。

確実に固定するために

回 シートベルトにねじれのなしヽことを確認します。

日車のラップベルトの上側のベルトを強く引き、セーフティ

シートを固定します。シートベルトがゆるむ場合は、ロッキ

ングクリップを取り付けます。(「ロッキングクリップの取り

付けかた」P]1を こ覧くださしヽ)

9

前座席に取り付けた場合、座席を前に

スライドさせ、ダッシュボードとセー

フティシー トと接するようにして、

しつかりと固定してくださしヽ。

※車により、ダッシュボードに接しな

い場合があります。

後座席に取り付けた場合、車の前座

席を後ろにスライ ドさせ、セーフ

ティシー トと接するようにしてくだ

さしヽ。



●後向きに取り付けるときは、リクライエングを
一番寝ている状態に

薄議題寵躍誰遷寵縄罷轟翼鼻主|ゑす夫ぅドレストをはすしてください。
●安全性の高い後座席でのこ便用をおすすめします。

●車のシートとセーフテインートのヘッドレストが当たる場合はヘッ

ドレストをはすして使用してください。

●取り付け終了後、セーフティンートを前後にゆすり、大きくぐら

つかないことを確認してください。

●セーフティンートをエアパックの付いた座痛に取り付けないでく

ださい。万一の場合危険です。

●セーフティンートを取り付けて助手席側のドアミラ
ーの視界が妨

げられる場含は、必す後座席に取り付けてください。

タングプレート

前向き用シート
ベルト通し穴

シートベルトガイド

ショルダーベルト

ロッキングクリップ

ラップベルト

ロセーフテイシートを前向きにして、車の座席に置くます。

□車のシートベルトを、シートベルトガイドに合わせて前向き

用ベルト通し穴に通し、反対側の前向き用シ
ートベルト通し

穴から引き出します。(このときシ
ートクッシヨンの下にある

フタを開け、ベルトにねじれがなしヽことを確認してくださしヽ)

回 シ
ートベルトをシートベルトガイドに合わせ、タングプレ

ー

卜をバックルに差し込みます。

日 セ
ーフテイシートのベースをしつかりと座席の奥につけ、車

のショルダーベルトを強く引しヽてセーフティシー トを固定

し、車のシートベルト(ショルダーベルトとラップベルト)に

ロッキングクリップを取り付けます。(「ロッキングクリップ

の取り付けかた」P]]を こ覧くださしヽ)

前向き用シー ト
ベル ト通し穴

ングプレート

シートベルトガイド

ロッキングクリップ

ラップベルト

ロセーフテイシートを前向きにして、車の座席に置きます。

□車のシートベルトを、シートベルトガイドに合わせて前向き

用ベルト通し穴に通し反対側の前向き用シ
ートベルト通し穴

から引き出します。(このときシートクッションの下にあるフ

タを開け、ベルトにねじれがなしヽことを確認してくださしヽ)

回 シートベルトをシ
ートベルトガイドに合わせ、タングプレー

フットレストをお使いになる場合

フットレストを引き出し、先端部と車室内のダッシュボ
ードや前

座席の背画との距離を 1 5 crFn以上空けて使用してくださしヽ。

(1 5crln以上とれない場合はフットレストを使用しなしヽくださしヽ)

卜をパックルに差し込みます。

日 セ
ーフテイシー トのベースをしつかりと座席の奥につけ、

ラップベル トの上側のベル トを強く引しヽてセ
ーフティシー ト

を固定します。ベル トがゆるむ場合はロッキングクリップを

取り付けます。(「ロッキングクリップの取り付けかた」Pl]

をこ覧ください)

車のパックルがシー トベル トガイ

ドに当たり、不安定な場合

「こんなときは」(P12)を こ覧くださしヽ。
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●右図で示した場所にロッキングクリップを取り付けま

す。

※ロッキングクリップにシート

ベルトを通すときは、左図の

ようにシートベルトを2枚重

ねで二つ折りにし、活に滑り

込ませると簡単に入ります。

取り付けの手順

□車のシートベルト(腰にかかるシート
ベルトと肩にかかるシートベルト)を

すれなしヽようにしヽっしょにつかみま

す。

回ここで、ショルダーベルトを少しゆる

め、片手が入るほどの輪をつくり、

ショルダーベルトをパックルに留め直

します。

□その状態のまま、]度タングプレート

を|よすします。

回 シヨルダーベルトがロッキングクリップか

ら抜けなしヽように注意しながら、図の方向

にシコルダーベルトを両手で強く引しヽて

セーフティシートを固定します。

ロッキングクリップ

回図のように、ロッキングクリップを

シー トベル ト(ショルダーベル トと

ラップベルトを2枚しヽつしょ)に取り付

けます。

回最後にショルダーベルトを引しヽて、た

るみをなくします。

タングプレー トを′ヾックルに差し込み、車のシー トベル トを全部引き出して、図のような手順でロッキングクリップを取り付けます。

…

ロッキングクリップに

シー トベル トを通しま

す。

③→方向に強く引き、

次に上にたるむベルト

を④→方向に引きま

す。

パ ックルにタングプ

レー トを差し込んだま

まシートベル トを引き

⑤、最も引しヽた状態で1

度バックルをはすしま

す。⑥

シートベル トをロッキ

ングクリップにかけ、

②→方向に強く引き③
のたるみをとります。

最後に、本体を座席に押

しつけながらタングプ

レートをバックルに差し

込みます。③
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シー トベル トの種類によつて取り付けかたが違います。こ注意ください。

シートベルトの種類
(

特 徴 取り付け上の注意点

●ELR付 き3点式シー トベル ト

●ELR付 き2点式シー トベル ト

(ELRと は緊急ロック式ベル ト巻き取り

装置のことです)

通常|よ、ゆつくりと引くとベル トが自

由に出入りし、急ブレーキや衝突など

の衝撃を感知したときだけ固定機能が

働き、ベル トが固定されるシー トベル

トです。           ・

3点式2点 式ともに、必すロッキング

クリップを取り付けてくださしヽ。

●A/ELR付 きシー トベル ト

(A/ELRと はALRと して使用できる

ELR巻 き取り装置のことです)

通常|よELRベ ル トとして機能します

が、ベル トを全部引き出すとELR機 能

が解除され、戻す方向にベル トが自動

的に締まるシー トベル トです。また、

ベル トをすべて引き戻したときには

ELR機 能に戻ります。

1度シートベルトを全部引き出してか

ら、セーフティシートを固定してくだ

さしヽ。

ロッキングクリップがなくても固定で

きます。

●ALR付 きシートベルト

(ALRとは自動ロック式巻き取り装置の

ことです)

ベル トを引き出す途中で止めるとロッ

クされ、それ以上引き出されなくなる

シー トベル トです。

セーフティシー トを固定するのに十分

なシー トベル トを引き出して固定して

くださしヽ。

ロッキングクリップがなくても固定で

きます。

●NLR付 きシー トベル ト

(NLRと |よ非ロック式ベル ト巻き取り装

置のことです)

ロック機能のなしヽ巻き取り装置のこと

で、任意の位置で長さを調節して使用

します。

セーフティシー トに合わせてシー トベ

ル トの長さを調整し、固定してくださ

しヽ。

必要に応じて、ロッキングクリップを

使用してくださしヽ。●マニュアル式シー トベル ト 巻き取り装置の付しヽてしヽないシー トベ

ル トのことです。

※シー トベル トの種類は、こ使用の車の取扱説明書をこ覧くださしヽ。

●車のシー トベル トのパックルが、

短ベルト(パックルの付しヽてしヽる車

のシートベルト)がシートベルトガ

イドの角に当たり、しつかり固定

できなしヽ場合は、図のように対応

してくださしヽ。

セーフティンートのシートベルトガイドの角に当たつてしまう

タングプレート

短ベル ト

ロタングプレートをはすしてパックルを

持ち、短ベル トに数回ひねりを加えて

短くします。

シートベ)レトガイド

□もう1度タングプレートを差し込み、

固定します。
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シートクッションのはすしかた

● 左右の幼児用ベル トをベル ト調節金具からはすし、肩

部ベル ト通し穴から引き抜きます。

「肩部ベルト通し穴位置の決めかた」(P8)をこ覧くださしヽ。

0ヘ ッドレストをはすします。

「ヘッドレストの取り扱いかた」(P7)をこ覧ください。

0幼 児用ベルトからベルトカバ
ー、差し込み金具をはす

します。胸あてパッドカバーは、裏側のマジックテー

プをはがしてはすします。

※差し込み金具は、左右を確かめて、胸あてパッドのパック

ルに差し込んだままにしておくと、取り付けるときに簡単

にできます。

● セ
ーフティシー トの外側にある4カ 所のフックをはす

します。

0セ ーフティシ
ートのフタを開けて、内側4カ所のフッ

クをはすします。

0胸 あてパッドのところからシ
ートクッシ∃ンをはす

し、そのまま上に引き上げます。

● ヘッドレストカバ
ーは、図のように下画のマジック

テープをはすし、ヘッドレストカパーを片側からはす

します。

胸あてパッドカパー

ベルトカバー

腰部ベル ト通し穴

フック

内倶」フック
4ヶ所

フック

フック
ヘッドレスト
カバー

マジックテープ

クッション、ベルトカパー、胸あてパッドカパー、ヘッドレストカパーの洗いかた

本体、幼児用ベル トのお芋入れ方法

通常はかたく絞つた布で水拭きしてくださしヽ。汚れが

ひどい場合は、中性洗斉」を水で薄めた液で汚れを落と

してから水拭きし、日陰で乾燥させてくださしヽ。
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祭

●洗濯時は下記の項目を守つてください。

勘
液温は30℃ を限界とし手洗

しヽしてくださしヽ。

手絞りの場合は弱く、洗濯

機脱水の場合は短時間で

行つてくださしヽ。

強く絞ると、シワが残るこ

とがあります。

塩素系漂白剤は使用しな

いでくださしヽ。

ドライクリーニングはしな

いでくださしヽ。
日陰で平干してくださしヽ。

アイロン掛け|よしなしヽで

くださしヽ。



シー トクッションの取り付けかた

● リクライニングを寝かした状態に

し、図のように幼児用ベル トを腰部

ベル ト通し穴に入れ、本体の下を通

し、反対側の腰部ベル ト通し穴から

引き上げます。

0シ
ー トクッションを本体の背の部分

にかけ、胸あてパッドをシートクッ

ションの中央の穴を広げて通し、

シートクッションを全体にかぶせま

す。

0幼 児用ベル トをシ
ー トクッションの腰

部ベル ト通し穴から表側に引き抜き、左

右の幼児用ベル トが同じ長さになるよ

うに調節します。このとき、幼児用ベル

トにねじれのなしヽようにしてくださしヽ。

クッション

胸あてパッド

幼児用ベル ト

や

腰苫Bベル ト
通し穴

幼児用ベル ト

丹要苫呂べ)レト通し穴

胸あてパッド
カバー 幼児用ベル ト

届部/ぺtルト

通し穴

ベル トカバー

べ)レト

調節金具

0シ
ー トクッション中央のフタを開

け、内側のフック4カ所とシー トクッ

ションの外側にあるフック4カ所を留

めます。

0胸 あてパッドにその胸あてパッドカ

バーをかぶせ、幼児用ベル トに差し

込み金具、ベル トカバーの順で通し

ます。このとき差し込み金具の左右

表裏を確認してくださしヽ。

0幼 児用ベル トを肩部ベル ト通し穴に通

し、調節金具に取り付けます。(調節金

具への取り付けは「肩部ベルト通し穴位

置の決めかた」P8を お読みくださしヽ)

0本 体に差し込みます。(「ヘッドレス ト

の取り扱しヽかた」(Pフ)をお読みくださ

しヽ)

ヘッドレストカパーの取り付けかた

マジックテープ

シャフト通し穴

0図 のように、ヘ ッドレス トカバ
ーの

シャフ ト通 し穴にシャフ トを通 し、

カバーの片1貝」をかぶせます。

0反 対側のカバ
ーもか8 せヽ、マジック

テープを留めます。
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